平成２７年度関東SPM調査会議の調査内容等に係るアンケート調査票【第３回】
　

　第３回調査会議で議論すべき事項、及び平成２８年３月に開催予定である講演会について、各自治体へ照会いたします。
なお、回答は、行政・研究側相談の上で、平成２７年１０月３０日（金）までに、お願いいたします。

自治体名：　群馬県     　　

１　平成２８年度以降に作製する調査報告書の構成について

平成２８年度以降に作成する調査報告書の取りまとめ方法については、第２回調査会議において、四季の平均的な解析、及び高濃度時解析を行うこととしました。第３回調査会議では、調査報告書の構成等について具体的に検討いたします。

つきましては、調査報告書の構成等に係るご意見をお願いいたします。具体的な提案等がある際は、任意の様式にて御回答ください。

２　平成２７年度関東SPM調査会議 講演会について

1)　 取り上げることが望ましい講演内容がありましたら、御記入ください。

2)　講演を依頼するに当たり、推薦できる講師がおりましたら、御記入ください。
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・「四季の平均的な解析」では、季節毎に章（あるいは節）を立てる。


・解析内容は、各地点のPM2.5平均組成を求め（成分積み上げグラフを作成）、それを基礎データとして考察する。季節的、地域的な特徴を主眼に解析し、成分濃度の変動グラフ等は、説明上、必要であれば追加する。気象概況についてもこの章の中で述べる（降雨が連続したなど、特異的な現象があったがどうかの簡単な内容）。





報告書構成案


１．はじめに


２．調査概要


３．各季節におけるPM2.5組成の特徴


　3-1春季、3-2夏季、3-3秋季、3-4冬季


（４．発生源寄与解析？）


４（５？）．高濃度事象の解析


　4-1発生状況、4-2成分および常時監視データの解析


５（６？）．まとめ
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